
寝
た
き
り
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
お
宅
に

町
福
祉
協
議
会
の
専
門
の
職
員
が
伺

っ
て
、食
事
の

お
世
話
、
入
浴
介
護
、
洗
濯
、
掃
除
、
買
物
、
外
出

付
添
い
な
ど
の
お
世
話
を
し
ま
す
。
申
し
込
み
と
問

い
合
わ
せ
は
お
気
軽
に
役
場
の
福
祉
係
ま
た
は
、社

会
福
祉
協
議
会

（２
１
２
１
５
８
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

費
用
の
負
担

所
得
に
応
じ
て
、
一
時
間
に
つ
き
無
料
か
ら
、

八
百
八
十
円
ま
で
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご

．

1ハ
◎

ひ
‘

や

ヽ
．

/~ヽ
√

さ

一
な
米

ι
ί、

ヽ
ヽ
／
‐
．

‐・
:´
 :^

ワ

ヽ、ミ ー プ｀
ル(_

一］日【

■
　

一

Ｅ
■
１
■

力
一
齢（

こ
れ
は
平
成
５
年
度
の
費
用
額
で
す
。

本
年
度
は
少
し
上
が
る
見
込
み
で
す
。
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル

バ
ー
の
派
遣

みんなで考え

支えよう

ご゙ヽ

=
■
お
年
寄
り
の
介
護
や
身
の

回
り
の
世
話
、
家
事
を
手
伝

つ
て
も
ら
い
た
い
と
き
。

'94
野の花と風薫る郷から

Ψ

■口
"■
一
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高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い
っ

ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に
し
ま

す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の
薫

る
潤
い
の
あ
る
町
に
し
ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供
の

夢
を
育
て
華
せ
な
町
に
し
讀

す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振
興

じ
活
力
あ
る
町
に
し
志
す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
出
身

を
き
た
え
健
全
な
町
に
し
ま

す
。

恒例の老人クラブ演芸大会が、今年も6月 8日 |こ林

業総合センターで行われました。本町の老人クラブは

20団体。この日の参加者は約300名で、会場は「熱気ム

ンムン」。歌や踊り、|こわかなどで盛り上がつていまし

た。

人□の動き
(6月 4日現在)
世帯数 2,524(-4)
男

女

(-3)
(-10)
(-13)数総

■発行/高森町役場 ■編集/総務課 〒86916・ 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 809676-2-1111・ FAX2-1174

編

集

後

記

▼
△フ
年
は
△フ
の
と
こ
ろ
思
っ
た
よ
り
雨
も
少
な
く
、
大

き
な
災
害
は
発
生
し
て
お
り
讀
せ
ん
ど
、
安
心
し
て
い

る
と
＼
忘
れ
た
頃
に
集
中
豪
雨
が
あ
っ
た
り
し
讀
す
の

で
ご
用
心
を
。

▼
こ
の
広
報
は
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、
町

外
に
も
三
百
五
十
部
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
あ
送
り
し

て
い
る
方
々
が
ら
広
報
を
見
て
な
つ
が
し
い
。
△フ
か
ら

も
＼
ど
ん
ど
ん
発
展
し
て
欲
し
い
と
い
う
主
旨
の
あ
手

紙
を
よ
く
い
た
だ
き
ま
す
。
子
供
の
頃
に
居
ら
れ
＼
結

婚
や
仕
事
の
都
合
で
＼
遠
方
に
行
わ
れ
た
方
が
多
い
事

と
思
い
讀
す
。
私
た
ち
は
い
つ
も
こ
の
ふ
る
さ
と
に
居

る
こ
と
が
で
き
讀
す
。
素
晴
ら
し
い
景
色
も
、
日
頃
見

慣
れ
て
し
意
い
感
動
す
る
こ
と
も
忘
れ
、
故
郷
を
懐
が

し
む
出
の
大
切
さ
と
、
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
で
生
活

で
き
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
ね
て
い
る
事
に

気
が
つ
き
ま
し
た
。

町
外
の
み
な
さ
ん
。
み
な
さ
ん
の
高
森
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
い
つ
誅
で
も
出
温
ガ
な
、
自
然
豊
が
な
町
で
す
。

久
し
ぶ
り
に
、
夏
は
帰
っ
て
来
ら
れ
志
せ
ん
が
。

(16)

おめでた

ありがとうございました。 (敬称略)
■町社会福祉協議会ヘ

く香典返し〉甲斐利男、荒牧末男、小

糸政利、谷川誠男、岩下ウメ、原克子、

田上農夫男、二子石アイ子、赤木クニ

子、本田 一
く一般寄付〉塚本保雄
■広報送付寄付

野中友希生 (熊本市)後藤美代子 (横
浜)青木洋一 (東京都)荒木義博 (菊
陽町)

」豊 月雷ミ の 灯

(敬称略 )

(敬称略 )

彬

軋

10

10

子
利

久

竹

(19945月 受付分 )

さんの四女

ん

生

ん

生

７２

８２

９３

９２

９０

６４

６２

さんの二女

さんの長男

さんの長女

さんの長男

さんの長男

さんの二女

赤 ち ゃ ん

たんじよう

伊藤 ねねちゃん
(矢津田)4・ 27生

滝  菜摘ちゃん
(高 森)5・ 9生
興格 比呂ちゃん
(高 森)5・ 14生
石原 風香ちゃん
(高 森)5・ 12生

三

幸

正

子

男

子

也

保

喜

美

治

美

晴

美

ち

恵

美

和

と

幸

紀

伸

美

幸

留

末

明

安

節

すえなが<
おしあわせに

お<やみ
もうしあげます

田

木

和

赤

/矢津田勇次

後ヽ藤 美幸
/後藤 次利
溝`部 幸枝
/甲斐 誠治
東ヽ 三恵子

(住所)
高 森
上色見

高 森

(御遺族)

甲斐 利男
荒牧 末男
谷川 誠男
岩下 ウメ
小糸 政利
後藤 秀行
原  克子
赤木クニ子

見
部

森

森

切

色

草
高

高

下

住吉美紗紀ちゃ

(色 見)5。 17

ちゃ
。17

れ
美

５
やヽ哉

５

蛙幸
莉
敬̈
ω

」瓢・一喘̈
紫一一幅

中 ・ 祭 場

熊  本  市
河 原 ・ 味鳥

大  分  市
水野原・幸子

宇  土  市

(死亡者)(年齢 )
甲斐キヌエ 73
荒牧 継人
谷川 ツイ
岩下  募
小糸マツエ

後藤今朝廣

ちゃん
・14生

この広報では、町内、町外を問わず、

皆さんからのいろいろな情報やご意見、

お便りを順次、掲載させていただいて
おります。どうぞお送りください。
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第2回 町議会定
る‐■

藤多

温
泉
館

・
奥
阿
蘇
キ
ャ
ン
プ
場

設
置
条
例
な
ど
十

一
議
案
を
可
決

補

正

予

算

い
じ
め
、
差
別
、
名
誉
や
信
用

の
侵
害
、
通
行
、
排
水
、
借
地
、

借
家
、
家
庭
内
、
金
銭
問
題
そ
の

他
い
ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と
や
困
り

ご
と
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
。

と
　
き
　
七
月
十
九
日

（火
）
十

時
か
ら
十
五
時
ま
で

と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

相
談
員
　
法
務
局
職
員
と
人
権
擁

護
委
員

生
活
面
や
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
ご

と
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
七
月
十
三
日

（水
）

九
時
半
か
ら
十
二
時
ま
で

と
こ
ろ
　
役
場
　
第
二
会
議
室

相
談
員
　
県
の
母
子
相
談
員

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
七
月
二
十
七
日
（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

と
　
き
　
七
月
十
六
日

（土
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

全
国
の
商
業
を
営
む
す
べ
て
の

事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
三
年
に

一
回
、
七
月

一
日
現
在
で
の
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

商
業
統
計
調
査
員
が
、
商
業
を

営
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
お
伺
い

し
て
詳
し
い
内
容
を
説
明
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

議 会だ よ り

大
字
中

。
今
村

児

玉
　
真
由
美
　
さ

ん
囲

たくさんの傍聴者が訪れた定例町議会 (6/24)母

子

・
寡

婦

法
　
　
律

（無
料
）

平
成
六
年
第
二
回

町
議
会
定
例
会
は
六

月
二
十
日
か
ら
二
十

七
日
ま
で
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

〈フ
回
の
定
例
会
で

は
、
平
成
六
年
度

一

般
会
計
補
正
予
算
と

し
て
、
六
干
五
百
四

十

一
万

一
干
円
を
追

加
し
た
ほ
か
、
老
人

保
健
特
別
会
計
補
正

予
算
、
条
例
の
改
正

な
ど
十

一
議
案

（議

員
提
出
議
案
を
含
む
）

を
原
案
ど
お
り
可
決

し
志
し
た
。

一　
般
　
会
　
計

土
木
費

に
四
千
六
百
九
十

八
万
七
千
円
　
農
林
水
産
業

費

に
五
百

四
十
七
万
三
千
円

消
防
費

に
七
百

二
十

二
万

五
千
円
な
ど
を
増
額

平
成
六
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
六
千
五
百
四
十

一
万

一
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
五
十
四
億
五
千
八
百
四
十

一
万

一
千
円
と
し
ま
し
た
。

老
人
保
健
特
別
会
計

平
成
六
年
度
老
人
保
健
特
別
会

計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
千
四
百
十
八

万
八
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
八
億
二
千
五
百
八

十
三
万
八
千
円
と
し
ま
し
た
。

奥
阿
蘇
キ
ャ
ン
プ
場

設
置
条
例

奥
阿
蘇
キ
ヤ
ン
プ
場
の
利
用
申

し
込
み
方
法
や
利
用
料
金
、
管
理

委
託
な
ど
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。＊

利
用
料
金

（抜
粋
）

入
場
料

（
一
泊
）

一
人
　
三
百
円

（
一
日
）

一
人
百
五
十
円

バ
ン
ガ

ロ
ー
　
棟

　

一
万
五
千
円

常
設
テ
ン
ト
　
張
り
　
　
一二
千
円

持
ち
込
み
テ
ン
ト
（六
人
用
以
下
）

一
張
り
　
　
五
百
円

そ
の
他
、
炊
事
セ
ッ
ト
、
食
器

類
、
毛
布
、
貸
自
転
車
な
ど
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。

温
泉
館
設
置
条
例

十

一
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
温
泉

館
の
管
理
や
使
用
料
金
な
ど
に
つ

い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

＊
使
用
料
金

（抜
粋
）

入
館
料

町
外
　
三
百
円

三
歳
以
下
は
町
内
外
と
も
無
料
。　
Ｃ

そ
の
他
、
家
族
風
呂
や
二
つ
の
小

休
憩
室
が
あ
り
ま
す
。
（有
料
）

そ
の
他
報
告
、
可
決

さ
れ
た
議
案

■
継
続
費
に
係
る
継
続
費
繰
越
計

算
書
の
報
告
に
つ
い
て

■
繰
越
明
許
費
に
係
る
繰
越
計
算

書
の
報
告
に
つ
い
て

■
高
森
町
固
定
資
産
評
価
員
の
選

任
に
つ
い
て

（岩
下
紀
久
雄
税
務

課
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
）

■
高
森
町
寝
た
き
り
老
人
等
介
護

者
手
当
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
高
森
町
過
疎
地
域
活
性
化
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

■
食
料
と
農
業

・
環
境
を
守
り
、

農
村
の
活
性
化
に
関
す
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（高
森
温
泉
館
周
辺
整
備
工
事
）

■
農
業

・
農
村
整
備
事
業
の
推
進

と
平
成
七
年
予
算
の
確
保
に
関
す

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

■
国
立
病
院

・
療
養
所
の
拡
充

・

強
化
と
賃
金
職
員
の
雇
用
中
断
反

対
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

ま
　
ゆ
　
み

●   ●

●   ●

小さい頃から家の農業を手伝ってきま

した。今も家族と一緒にキャベツ、自菜

作 り、畜産などに頑張っています。

料理をすることも大好きで、家族のた

めに色々と料理も作 ります。

町に、たくさん若い人、特に農業後継

者が残れるように、農業が発展して欲 し

いし、後継者にお嫁さんが来るようにな

ればいいなあ …と思います。

去年から「児玉アップル園」とい う観

光農園を始めました。 8月 始めから収穫
できます。皆さん。ぜひ来てくださいね。

このコー十一に登場する方を外集しています。 1111内

在住で熱意をもって仕 Iを している若い方。 |'1薦 .

他薦は問いませんので応募ください。

大
人

子
供

（中
学
生
以
上
）

町
内
　
三
百
円

町
外
　
四
百
円

（小
学
生
以
下
）

町
内
　
　
百
円

ノヽ

本L

結

Fヨ
ヨド

六
月
六
日
入
札
分

（
五
百
万
円
以
上
）

工
事
名
　
中
島
、
赤
羽
根
線

災
害
防
除
工
事

工
　
期
　
六
月
八
日
か
ら
十
月

二
十
五
日
ま
で

金
　
額

　

一
千
五
百
四
十
三
万

四
千
五
百
五
十
円

請
負
業
者
名興
　
侶
　
建
　
設

日

前

後

午

午
は
ら

で

療

か

ま

診

時

時

７
月
１０
日
　
馬

原

内

科

医
院

富
②
０
６
４
６

７
月
１７
日
　
東
　
　
　
医
　
院

８
②
０
３
０
９

７
月
２４
日
　
中
　
村
　
医
　
院

な
⑦
２
３
３
３

７
月
３１
日
　
立
　
野
　
病
　
院

雪
⑧
０
１
１
１

８
月
７
日
　
寺
　
崎
　
医
　
院

８
②
０
３
７
８

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

1

ノヽ

権

年

△
」ェ

商
業
統
計
に
ご
協
力
を

一歓
馨

一

Ｔ
■
―
―――共

肝
■
Ｗ
」

町 の 移 動 図 書

町
の
移
動
図
書
の

巡
回
が
あ
り
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

七
月
十
九
日
（火
）

卓
部
出
張
所
　
Ю
時

ヽ
Ю
時
半

Ｊ
Ａ
卓
北
　
　
Ｈ
時
～
Ｈ
時
半

野
眈
出
張
所
　
１３
時
～
“
時
半

Ｊ
Ａ
河
原
　
　
１４
時
ヽ
１４
時
半

七

月

二

十

日

（
水

）

　

一

Ｊ
Ａ
色
見
　
　
・０
時
～
１０
時
半

一

Ｊ
Ａ
上
色
見
　
１０
時
半
～
Ｈ
時

一

横
町
Ａ
団
地
　
１３
時
～
１３
時
半

一

下
町
公
民
館
　
１３
時
半
～
１４
時

一

須
坂
団
地
　
　
１４
時
～
１４
時
半

一

jat i -)v
☆職 業
☆血液型

☆星 座
☆趣 味

農 業
オットリ型のA型
天秤座

造花作 り、絵画、詩つくり
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